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目的： 

エコチル調査に参加している就労妊婦の職場環境と、妊婦の妊娠初期から後期における心理的苦痛（悲しみ等の過

度のストレスがかかった場合に感じる苦痛のこと）との関連を検討することを本研究の目的とした。 

 

方法： 

エコチル調査参加者のうち、妊娠初期に就労していた妊婦 42,797 人を対象とした。就労妊婦の労働環境は妊娠初期

のアンケートから、妊娠初期から後期の心理的苦痛は、ケスラー6 項目心理的苦痛スケール（K6）から情報を入手し

た。そして、就労妊婦の労働環境と妊婦の妊娠初期から後期における心理的苦痛との関連は、一般化推定方程式モ

デルを用いて検討した。 

 

結果： 

1 週間当たり平均 51 時間以上就労していた妊婦は、平均 36～40 時間就労していた妊婦と比較して、妊娠初期から

後期の心理的苦痛のオッズ比は 1.19 倍であった(95%信頼区間：1.07-1.32)。また、1 か月あたり 5 日以上シフト勤務し

た妊婦は、シフト勤務していない妊婦と比較して、妊娠初期から後期の心理的苦痛のオッズ比は 1.11 倍（95％信頼区

間：1.00-1.24）であった。一方、妊娠初期の職業の種類及び雇用形態と妊娠初期から後期の心理的苦痛との関連は

見られなかった。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

本研究は横断研究のため、就労妊婦の長時間労働及びシフト勤務と妊娠初期から後期の心理的苦痛との因果関係

は分からない。また、妊婦の職場環境と精神的苦痛の評価は、医療関係者と臨床心理士による評価ではなく、妊婦自

身が記載したことから、本研究の結果に偏りをもたらした可能性がある。 

 

結論： 

妊婦の職場環境と妊娠中の心理的苦痛との関連が認められた。 

 


